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氷河・氷床の生物地球化学－雪氷微生物による氷河の暗色化と物質循環
Biogeochemistry on glaciers and icesheets ? Microbial process of glacier darkening and
material cycles
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地球表層の淡水の約８割を保持する氷河や氷床は，近年の全球規模の気温上昇，いわゆる地球温暖化によるその質量
の急激な縮小が注目されている．氷河や氷床の表面には，寒冷環境に適応した特殊な生物群集が存在する．雪氷藻類と
呼ばれる光合成微生物が夏の融解期に繁殖して有機物を生産，さらにその有機物に依存した従属性のバクテリアや小型
動物が氷河表面で活動している．このような雪氷生物由来の有機物が氷河氷床上に堆積すると，もともと白い表面が暗
色化する．氷河の暗色化はアルベドの低下によって日射の吸収を増やし，雪氷の融解を促進する効果がある．したがっ
て，氷河や氷床の変動の評価には，単に気候変動に対する物理的な応答だけでなく，氷河を生物群集を含む生態系とし
て認識し，生物地球化学的な炭素や窒素の循環過程を定量的に把握することが重要となる．ここでは，世界各地の氷河，
特に微生物活動が比較的活発なアジアの氷河や，近年になって暗色化が進んでいる北極圏グリーンランド氷床などの生
態系の特性を比較しながら，氷河の生物地球化学研究の現状と今後の課題を紹介する．
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